
どんな研究

担当者

関連文献

どこが凄い めざす未来

Copyright (C) 2018  NTT corp. All Rights Reserved.

深層生成モデルを用い、音声の属性
や非言語情報を柔軟かつ高品質に変
換・生成する技術の研究です。例え
ば非母語話者の音声を母語話者風の
発音の音声に自動変換したり、好き
な歌手の歌い方で任意の楽譜を歌わ
せたりすることが可能です。

音声という現象には言語情報以外に
様々な変動要因が複雑にもつれ合っ
て混在しています。本研究では，敵
対的生成ネットワーク(GAN)や変分
自己符号化器(VAE)などの深層生成
モデルを用いてこれら変動要因のも
つれを解くことで属性の個別操作が
可能な音声変換法を検討しています。

聞き取りにくい音声を聞き取りやす
い音声に変換することでコミュニ
ケーションを円滑化することができ
ます。本研究では、音声変換技術を
通して非母語話者音声や喉頭摘出者
などの音声を聞き取りやすい発音や
抑揚の音声に変換するシステムなど
の実現を目指しています。
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声の雰囲気や聞き取りやすさを変換する

～深層生成モデルを用いた音声属性変換～

音韻（母音）特徴変換

韻律（抑揚）特徴変換

入力音声
（話し声，歌声）

変換音声 ポストフィルタ 出力音声

音声変換システムの全体像 声の属性
を変換！

CycleGAN[2]

CycleGAN[1], StarGAN

VAE-SPACE[3]

肉声らしい
音声に変換！

音韻特徴変換（例：英語の発音をネイティブ風に変換する，声を別の人の声に変換する）
CycleGAN音声変換[1,2]

• 二種の属性間の変換関数𝐺, 𝐹を学習

StarGAN音声変換
• 多種の属性 𝑐 ∈ 1, … , 𝐶 への変換が可能

• 変換音声の目標属性の度合いが最大になるように学習
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属性𝑌を𝑋
に変換

属性𝑋を合成音声，属性𝑌
を自然音声とすればポスト
フィルタとしても利用可能

属性𝑌の
音声サンプル

属性𝑋の
音声サンプル

𝐹(𝐲)が𝐷に本物の音声と

識別されるよう𝐹を学習

ො𝐱が元通りになる

よう𝐺, 𝐹を学習

ො𝐲が元通りになる

よう𝐺, 𝐹を学習

𝐺(𝐱)が本物と識別

されるよう𝐺を学習
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属性𝑐′の
音声サンプル

ො𝐱が元通りになる

よう𝐺を学習

• 入力が合成音声か
本物の音声かを識別

• 入力の属性を識別

𝐺(𝐱, 𝑐)が属性𝑐と識別

されるように𝐺を学習

変換器

韻律特徴変換（例：歌の歌い方を変換する，話し声のイントネーションやアクセントを変換する）
VAE-SPACE [3]

合成音っぽい音声
になる場合あり…

回転

並進

声帯

• 基本周波数パターン（声の高さの時間変化）から甲状軟骨の動きを推論するプロセスと甲状軟骨の動き

から基本周波数パターンを生成するプロセスを学習により獲得する変分自己符号化器(VAE)

歌声合成への応用：

歌手の歌い方を学習し，

任意の楽譜を入力して

歌わせることが可能

基本周波数パターン

GAN: Generative Adversarial Network SPACE: Statistical Phrase/Accent Command EstimationVAE: Variational Autoencoder

音声デモ
はこちら
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